
 

 

人手不足対策の成功には既

存社員のスキルアップが不可

欠です。業務のデジタル化が進

む中、社員のＩＣＴリテラシ

ー、さらにはより視野の広い

「デジタルリテラシー」の向上

は企業の競争力強化に直結し

ます。 

 デジタルリテラシーとは、デ

ジタル技術全般を理解し、効果

的に活用するための幅広いス

キルや能力を指し、ＩＣＴスキ

ルに加えて、情報の検索や評

価、プライバシーやセキュリテ

ィの管理に関する知識・スキル

などが含まれます。 

会社はまず、デジタルリテラ

シー向上の目的を明確にし、全

従業員と共有することで、社内

の意識統一を図る必要があり

ます。その上で、デジタルスキ

ルに関する知識やノウハウを

共有する仕組みを整えたり、教

育を行うことが必要です。 

 

◆多様な人材が活躍できる環

境づくりも 

一方で、調査結果からは、求

人募集時の賃上げや採用方法

の多様化、高齢者・女性・外国

人材の積極的な登用も、人手不

足対策として重要なポイント

であることがわかります。これ

らに関する制度整備も、企業が

勝ち残っていくためには必要

な取組みでしょう。 

 

 

 

20 代・30 代のビジネスパ

ーソン 900 人に聞いた「入

社後ギャップ」 
～エン・ジャパン調査より 
エン・ジャパン株式会社

が、運営する若手ハイキャリ

ア向けスカウト転職 AMBI』

上で、39 歳以下のユーザーを

対象に「入社後ギャップ」に

ついてアンケートを実施し、

929 名から回答を得ました。

以下、概要をご紹介します。 

 

◆約９割が「入社後にギャッ

プを感じた経験がある」と

回答。良いギャップ・悪い

ギャップいずれも上位に

「職場の雰囲気」と「仕事

内容」がランクイン 

「入社後にギャップを感じ

た経験はありますか？」と伺

うと、87％が「ある」と回答

しました。入社後ギャップを

感じたことがある方に、「想

定より良かったギャップ」を

伺うと、上位は「職場の雰囲

気」（40％）、「仕事内容」

（31％）。「想定より悪かっ

たギャップ」でも、「仕事内

容」（39％）、「職場の雰囲

気」（38％）が上位に並びま

した。想定よりも悪かったギ

ャップにおいては、男性より

も女性のほうが「仕事量」で

10 ポイント、「勤務時間・休

日休暇」で 9 ポイント高い結

果となりました。「想定通り

だったギャップ」のトップは

「勤務地」（37％）でした。 

 

◆半数以上が「事前に防げる

ギャップではなかった」と回

答 

入社後ギャップを感じたこ

とがある方に、「入社前の企

業調べの段階で、事前に防げ

たギャップだったと思います

か？」と伺うと、42％が「そ

う思う」（そう思う：８％、

どちらかと言うとそう思う：

34％）と回答しました。一

方、52％が「そう思わない」

（そう思わない：24％、どち

らかと言えばそう思わない：

28％）と回答しており、半数

以上の方が事前にギャップを

防ぐことの難しさを感じてい

るようです。 

◆約７割が、入社後ギャップ

が理由で転職を考えた経験あ

り。転職を考える原因になっ

たギャップ、トップは「職場

の雰囲気」「仕事内容」 

入社後ギャップを感じたこ

とがある方に「ギャップが原

因で転職したことはあります

か？」と伺うと、34％が「転

職したことがある」、33％が

「転職はしていないが、転職

活動をしたことはある」と回

答しました。ギャップがきっ

かけで転職を考えたことがあ

る方に、その原因になった一

番のギャップポイントを伺う

と、上位は「職場の雰囲気」

「仕事内容」（34％）、「給

与」（33％）でした。 

 

いては、「５千円未満」

（22.6％）が最も多く、平

均では「2.8 万円」。 

４ 就業先から、業務内容や

賃金等の労働条件について

説明を受けたことがないと

回答した割合は 24.5％。け

がや事故防止については

34.4％が受けたことがない

と回答。どの就業先でも

「労働条件通知書」が交付

されたという人は 30.9％に

とどまる。 

５ 仕事上のトラブルについ

ては 46.8％が経験してお

り、最も多いのが「仕事内

容が求人情報と違った」

（19.2％）、次いで「業務に

関して十分な指示や教育が

なかった」（17.7％）。 

６ スポットワークの就業環

境について、必要だと感じ

ることとして、「業務内容に

ついての十分な説明」、「就

業条件の向上」、「嫌がらせ

やハラスメントに対する通

報窓口の整備や周知」など

があげられた。 

情報通信技術により、仕事

を探してお金を稼ぐことが簡

単にできるようになりまし

た。その影響で、働くこと自

体に慣れていない 10 代の利用

が増えています。雇う側とし

ても、人手不足を解消するた

めにも上手に活用したいとこ

ろです。極力トラブルを避け

るためにも、企業の説明責任

や環境整備が求められます。 

 

人手不足対策に欠かせな

いデジタルリテラシーの

向上 
 
深刻化する人手不足問題に

対し、多くの企業が様々な対

策を講じています。労働政策

研究・研修機構の調査による

と、小売・サービス業の約 60%

の企業が正社員の人手不足を

感じており、その対応に苦慮

しています。 

 

◆ＩＣＴ活用による業務効率

化 

調査結果によれば、人手不

足対策として最も多く実施さ

れているのが「ＩＣＴの活用

による業務の効率化・自動化」

で、約 75％の企業が実施して

います。他の業界においても、

ＲＰＡの導入やＡＩを活用し

た業務支援システムの実装が

進んでいます。今後は、単純作

業や定型業務はＡＩなどを活

用し、人は付加価値の高い業

務に集中させることが必要で

す。 

 

◆人材育成とデジタルリテラ

シーの向上 

企業に求められるスポット

ワークの就業整備 
～連合「スポットワークに関

する調査 2025」より 

 
空いた時間を利用して、短

時間・単発で雇用されて働く

「スポットワーク」の就業件

数が増えていることを踏ま

え、この度、日本労働組合総

連合会（連合）は、スポット

ワークで働いているまたは働

いたことのある 15 歳以上を調

査し、1,000 名の有効サンプ

ルを集計した結果を公表しま

した。 

 

◆調査結果のポイント 
１ スポットワークで働こう

と思った理由について、１

位「生活のための収入確

保」、２位「空き時間の有効

活用」、３位「すぐに賃金が

受け取れる」。また、応募の

際、契約形態の確認をして

いるかという質問では、

40％近くが「確認していな

い」と回答。 

２ １日で複数のスポットワ

ークを行ったことがある割

合は 24.8％で、その際の就

労時間は平均 4.9 時間。８

時間以上と回答した割合が

15.3％あり。 

３ １か月あたりの収入につ

連絡先：〒453-0015 

愛知県名古屋市中村区椿町3-21 

電 話：052-451-0291  FAX：052-453-3770 

 

2025 年 3 月号 

しんくみ東海北陸健康保険組合便り 
 


